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  「子どものよさをとらえ⇒指導・支援に生かす」（長所伸長型の評価観） 
○ 違いを大切に ⇒ 「支え学び合う学習活動の展開」の必要性 
○ みんなもっている固有のよさ 
  一人一人に固有のよさがある ⇒ 「よさに気付く教師の確かな目」 
○ 可能性への信頼 


































































































































































































































   ・ めあて、明日への振り返り 
   ・ 自分のよさ、人から指摘された自分のよさ、心に残る優しいことば、やる気になったことば 
   ・ 友達から学んだこと、友達のよさ、一緒に活動してよかったこと 
   ・ 先生から・・・励ましだけでなく、「何をどのように頑張ればよいか」を明らかにし、できたと
いう事実をフィードバックしてやる。 
（カードの裏面） 「こんなに伸びたよ」 



































①  向上や進歩を捉える５つの視点（表４） 
 
② こんな目でも・・・ 
 ・ よさ（例えば、やさしい等）           ・ 誇り 
・ 変わったこと（変容、高まり）          ・ 努力の姿（・・・を頑張っている等） 
・ 意欲的、積極的に活動している姿（・・・に夢中） 
 










































①  個人のこれまでの振り返りと明日への心構えの工夫（月に一回、土曜日） 
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